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12月�

（
12
月
31
日
現
在
）
�

■
人
口
　
７，
５
２
５
人
　（
減
11
）�

　
●
男
　
３，
５
５
５
人
　（
減
７
）�

　
●
女
　
３，
９
７
０
人
　（
減
４
）�

■
異
動
内
訳
�

　
●
出
　
生
　
　
　
　
　
　
２
人
�

　
●
死
　
亡
　
　
　
　
　
　
14
人
�

　
●
転
　
入
　
　
　
　
　
　
10
人
�

　
●
転
　
出
　
　
　
　
　
　
９
人
�

■
世
帯
数�

　
　
３，
１
０
９
世
帯（
３
世
帯
増
）�

（
　
）の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。�

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に
�

基
づ
い
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
（
外
国
人
を
含
む
）
�

奈
　
良
　
　
藍
　
咲
　（
　
椿
　
）
�

　
　
　
　【
竜
介
・
実
布
　
長
女
】
�

赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�

あ
い
�

さ
�

浦
　
嶋
　
　
琉
　
翔
　（
目
名
潟
）
�

　
　
　
　【
廉
弥
・
優
花
　
長
男
】
�

り
�

と
�

お

く

や

み

お

く

や

み

�

お

く

や

み

�

武
　
田
　
キ
　
ン
（
86
）
畑
　
谷�

　
　
田
　
敏
　
広
（
45
）
岩
館
１�

若
　
狹
　
ト
キ
ヱ
（
91
）
田
　
中�

工
　
藤
　
正
　
秀
（
70
）
八
森
３�

山
　
崎
　
芳
太
郎
（
86
）
畑
　
谷�

川
　
尻
　
浅
　
子
（
92
）
カ
ッ
チ
キ
台�

佐
　
藤
　
　
榮
　
（
80
）
岩
館
１�

菊
　
地
　
れ
い
子
（
65
）
横
　
間�

第11回�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋�

����������

　
鈴
木
了
で
す
。
協
力
隊
と
し
て

着
任
し
、
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
役
場
職
員
・
町
民

・
協
力
隊
が
三
位
一
体
と
な
り
、

新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
た
１

年
で
し
た
。�

【
挑
戦
１
　:

お
試
し
移
住
ツ
ア
ー
】�

　
今
ま
で
３
回
開
催
し
、
２
月
に

は
４
回
目
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
回
県
外
か
ら
の
参
加

が
あ
り
、
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
や

郷
土
料
理
な
ど
の『
も
の
づ
く
り
』

を
通
し
、
八
峰
町
の
人
の
温
か
さ

に
ふ
れ
、
八
峰
町
の
フ
ァ
ン
と
な

っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
全
国
に

八
峰
町
の
良
さ
を
伝
え
る
、
「
八

峰
町
の
営
業
マ
ン
」
が
数
多
く
誕

生
し
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、
移
住
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
人
が
実
際
に
移
住
し
、
今
度

は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
移
住
ツ
ア

ー
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。�

【
挑
戦
２
　:

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
】�

　
自
宅
の
床
や
壁
を
仲
間
た
ち
と

一
緒
に
仕
上
げ
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
フ
ォ
ー
ム
」
。

（
Ｄ
Ｉ
Ｙ
＝
何
で
も
自
分
で
や
っ

て
み
る
）�

　
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
、
素

人
も
で
き
る
こ
と
は
一
緒
に
な
っ

て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
床
貼
り
、

塗
り
壁
、
ペ
ン
キ
な
ど
を
プ
ロ
に

教
わ
り
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
人

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
こ
の

挑
戦
を
動
画
で
配
信
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
八
峰
町
の
空
き
家
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
は
県
内
外
へ
知
れ
渡

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

【
挑
戦
３
　:

交
流
事
業
】�

　
な
べ
っ
こ
遠
足
。
杉
を
使
っ
た

も
の
づ
く
り
。
海
の
家
の
オ
ー
プ

ン
。
若
者
の
団
体
と
一
緒
に
様
々

な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
若
者
が
挑
戦
す
る
姿
は
、
町

民
に
元
気
を
与
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

　
こ
れ
ら
の
挑
戦
を
通
し
、
木
工

職
人
・
農
家
・
大
工
・
漁
師
・
役

場
職
員
・
協
力
隊
な
ど
職
業
の
枠

を
超
え
、
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め

の
チ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。�

　
今
年
は
ど
ん
な
挑
戦
を
し
よ
う

か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。�

　
私
の
任
期
も
あ
と
１
年
と
３
か

月
で
す
。
任
期
後
に
向
け
た
挑
戦

も
、
こ
の
協
力
隊
の
コ
ー
ナ
ー
で

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�

人
の
動
き
�

ＤＩＹで壁や塗装を仕上げた�
移住者の住まい�

八
峰
町
へ
﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
�

　
　
応
援
基
金
寄
附
金
と
し
て
﹈
�

児
　
玉
　
　
和
　
久
　（
東
京
都
）�

佐
　
藤
　
　
威
　
紀
　（
千
葉
県
）�

櫻
　
井
　
　
秀
　
樹
　（
東
京
都
）�

白
　
瀧
　
　
智
　
崇
　（
大
阪
府
）�

小
　
島
　
　
　
学
　
　（
福
島
県
）�

三
　
橋
　
　
利
　
晴
　（
岡
山
県
）�

武
　
田
　
　
節
　
雄
　（
千
葉
県
）�

佐
　
藤
　
　
律
　
子
　（
能
代
市
）�

鈴
　
木
　
　
直
　
織
　（
東
京
都
）�

赤
　
羽
　
　
弘
　
吏
　（
東
京
都
）�

清
　
水
　
　
克
　
眞
　（
神
奈
川
県
）�

佐
　
藤
　
　
マ
ツ
子
　（
神
奈
川
県
）�

川
　
治
　
　
大
　
介
　（
京
都
府
）�

灘
　
　
　
　
　
太
　
　（
福
岡
県
）�

野
　
崎
　
　
三
　
貴
　（
東
京
都
）�

山
　
本
　
　
　
篤
　
　（
東
京
都
）�

佐
々
木
　
　
佳
　
子
　（
岡
山
県
）�

菅
　
　
　
　
智
　
茂
　（
茨
城
県
）�

山
　
本
　
　
了
　
司
　（
愛
知
県
）�

坂
　
本
　
　
秀
　
樹
　（
東
京
都
）�

松
　
田
　
　
大
　
策
　（
東
京
都
）�

藤
　
井
　
　
洋
　
光
　（
東
京
都
）�

和
　
田
　
　
佳
一
郎
　（
兵
庫
県
）�

カ
ト
ラ
ー
・
マ
ー
ク
　（
東
京
都
）�

立
　
松
　
　
尚
　
積
　（
東
京
都
）�

内
　
田
　
　
佳
　
昭
　（
東
京
都
）�

角
　
田
　
　
良
　
明
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広
島
県
）�

干
　
場
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治
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東
京
都
）�
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田
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宣
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千
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井
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正
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日
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北
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田
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神
奈
川
県
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木
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埼
玉
県
）�

和
賀
井
　
　
哲
　
治
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東
京
都
）�

柳
　
原
　
　
將
　
男
　（
東
京
都
）�

武
　
井
　
　
孝
　
治
　（
東
京
都
）�

池
　
谷
　
　
康
　
弘
　（
神
奈
川
県
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鈴
　
木
　
　
　
高
　
　（
千
葉
県
）�

佐
々
木
　
　
　
淳
　
　（
埼
玉
県
）�

�

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
�

　
　
　
﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈
�

小
　
林
　
　
金
　
造
　（
石
　
川
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
　
サ
ワ
ノ
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美
喜
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亡
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子
　（
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田
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亡
義
母
　
ト
ミ
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�

　
　
田
　
　
厚
　
子
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岩
館
１
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亡
　
子
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広
�
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和
　
美
　（
仲
　
村
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亡
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金
四
郎
�

田
　
村
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岩
　
子
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亡
　
父
　
米
　
男
�

若
　
狹
　
　
勝
　
廣
　（
田
　
中
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
　
ト
キ
ヱ
�

金
　
田
　
　
　
基
　
　（
八
森
１
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
　
キ
ヨ
子
�

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、�

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

（
敬
称
略
）�

軽油引取税免税証（農業用）交付申請について�

　農業用機械に使用する軽油の免税証交付申請の集合受付を行います。交付を希望する方は、必要書類を準備

の上、下記の受付日に申請してください。お住まいの地域の受付に都合がつかない場合は、他の地域の会場で

も申請することができます。他の地域会場の受付日程については、総合県税事務所までお問い合わせください。�

　総合県税事務所山本支所窓口での受付は２月16日から行いますが、その場合、集合受付を行った方よりも

免税証の交付が遅くなりますので、できるだけ下記会場で申請手続を行ってください。�

■申請受付日時　　２月15日（水）　午前10：00～午前11：30、午後１：00～午後３：30�

■申請受付会場　　県山本地域振興局　３階　大会議室�

■必要書類一覧�

■問合せ先　　　秋田県総合県税事務所　課税部課税第二課　　018－860－3341�

　　　　　　　　秋田県総合県税事務所　山本支所　　　　　　52－6201

※注意　①当日は大変混み合うことが予想されますので、必ず申請書に記入してお越しください。�

　　　　　原則として、受付は記入された方から行います。申請書用紙の無い方は下記の問合せ先に連

絡してください。�

　　　　②平成29年の耕作期間中に使用者証（厚紙）の有効期間が到来する場合は更新申請が必要です。�

　　　　③秋田県証紙（400円分）は免税証交付時にいただきます。�

　　　　④共同申請で、使用者が加わる場合は新規申請、使用者が脱退等する場合は書換申請が必要に

なります。なお、印鑑と耕作証明書は全員のものが必要になります。�
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� �
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町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�
町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�

契約金額�28,080,000円（落札率98.48％）�
請負業者�大森建設㈱　八森本店�

■12月９日入札分�
○小入川橋橋梁補修工事�

契約金額�3,888,000円（落札率79.66％）�
請負業者�㈲富岳工務所�

■12月19日入札分�
○松くい虫被害木伐倒処理業務委託�

契約金額�3,920,400円（落札率73.54％）�
請負業者�㈲富岳工務所�

○松くい虫防除対策事業（国庫）�


